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平
成
十
一
年
七
月
十
四
日
沖
縄
県
医
師
会
は
、
『
沖
縄
医
生
教
習
所

記
念
碑
』
の
再
建
を
完
了
し
た
。
琉
球
史
を
概
観
し
な
が
ら
、
同
教
習

所
の
足
跡
と
再
建
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

琉
球
に
関
す
る
記
述
が
中
国
の
記
録
で
最
初
に
現
わ
れ
る
の
は
、
『
晴

害
』
の
流
求
国
伝
で
あ
る
。
晴
の
大
業
三
年
（
六
○
七
）
蝪
帝
が
朱
寛
を

「
流
求
」
に
派
遣
し
、
流
求
人
を
捕
え
て
帰
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
琉
球
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
た
の
は
一
四
世
紀
以
降
で
あ
り
、
明
の
洪

ち
ゅ
う
ざ
ん
お
う
さ
っ
と

武
帝
が
、
琉
球
の
中
山
王
「
察
度
」
に
与
え
た
銀
印
に
刻
ま
れ
た
後
、

定
着
し
た
。

親
の
墓
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
残
後
一
五
○
年
に
当
た
り
、
第
九
九
回
日

本
医
史
学
会
が
函
館
で
開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
碑
を
建
立
し
て
そ
の
功

績
を
た
た
え
る
。

一
九
九
八
年
（
平
成
十
）
五
月
十
六
日

沖
縄
医
生
教
習
所
碑
再
建
に
つ
い
て

松
前
町

日
本
医
史
学
会

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
同
門
会

新
垣
敏
雄

伝
説
時
代
か
ら
よ
う
や
く
実
在
の
人
物
が
、
琉
球
史
に
登
場
す
る
の

は
一
二
世
紀
の
未
頃
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
琉
球
に
三
山
時
代
が
あ
り
、

ち
ゅ
う
ざ
ん
お
う
な
ん
ざ
ん
お
う
ぼ
く
ざ
ん
お
う

中
山
王
、
南
山
王
、
北
山
王
と
称
し
て
三
山
抗
争
を
し
て
い
た
。

一
三
七
二
年
（
明
・
洪
武
五
）
明
の
楊
載
が
琉
球
に
派
遣
さ
れ
、
明
に

入
貢
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
。

た
い
き

こ
れ
を
受
け
て
、
中
山
王
で
あ
っ
た
察
度
は
、
弟
の
泰
期
を
遣
わ
し

て
入
貢
し
た
。
中
国
を
宗
主
国
と
す
る
献
上
と
下
賜
の
関
係
で
あ
り
、

冊
封
体
制
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

中
琉
両
国
の
貿
易
は
、
貢
物
を
献
上
し
、
何
倍
も
の
価
値
の
あ
る
物

品
を
下
賜
さ
れ
る
朝
貢
貿
易
で
あ
っ
た
。

中
山
に
続
い
て
南
山
（
一
三
八
○
年
）
、
北
山
（
一
三
八
三
年
）
も
入
貢

し
た
。

び
ん
じ
ん

一
三
九
二
年
、
明
の
太
祖
（
洪
武
帝
）
は
「
閾
人
（
福
建
人
）
の
善
く

舟
を
操
る
者
三
六
姓
」
を
下
賜
さ
れ
た
。
そ
し
て
北
京
の
国
子
監
に
は

か
ん
し
ょ
う

じ
め
て
留
学
生
（
官
生
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
下
賜
さ
れ
た
「
閏
人
」
は
、

琉
球
の
久
米
村
に
集
団
で
生
活
し
、
水
先
案
内
人
、
舟
大
工
、
通
訳
、

政
治
顧
問
と
し
て
琉
球
王
府
に
貢
献
し
た
。

明
か
ら
は
、
三
山
の
抗
争
を
や
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
一

し
よ
う
は
し

四
二
九
年
尚
巴
志
に
よ
っ
て
三
山
統
一
が
完
成
し
、
中
山
王
と
な
り
首

里
の
地
に
王
府
を
築
い
た
。

医
療
に
つ
い
て
は
、
民
間
療
法
や
経
験
的
医
療
だ
け
で
あ
り
、
一
六

○
九
年
薩
摩
の
侵
攻
以
後
は
、
薩
摩
か
ら
医
者
を
招
い
て
人
民
の
医
療

に
当
ら
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
五
三
四
年
冊
封
使
と
し
て
来
琉
し
た
陳
侃
は
「
使
琉
球
録
」
に
、
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「
医
薬
は
な
い
が
、
民
は
若
死
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

一
五
八
九
年
（
天
正
一
七
）
越
前
（
福
井
県
）
出
身
で
、
山
崎
守
三
と

い
う
医
師
が
琉
球
に
来
て
帰
化
し
、
医
療
を
行
っ
た
。
彼
は
、
琉
球
は

中
国
と
の
往
来
が
盛
ん
だ
し
、
漢
方
の
名
医
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
師
事

し
た
い
と
琉
球
に
来
た
が
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
嘆
い
た
そ
う
で
あ
る
。

一
六
三
七
年
に
な
っ
て
、
琉
球
王
府
も
漢
方
医
養
成
の
必
要
性
を
痛

感
し
、
一
三
九
二
年
の
留
学
生
派
遣
か
ら
約
二
四
○
年
遅
れ
て
、
日
本

及
び
中
国
に
毎
年
医
学
留
学
生
を
派
遣
す
る
制
度
を
作
っ
た
。

一
六
三
八
年
波
名
城
政
由
が
、
王
府
の
命
で
は
じ
め
て
北
京
へ
医
学

留
学
し
て
い
る
。
日
本
留
学
は
専
ら
薩
摩
に
限
ら
れ
、
中
国
留
学
は
主

留
学
し
て
い
る
。
日
本
留
一

に
福
州
か
北
京
で
あ
っ
た
。

薩
摩
藩
の
侵
攻
後
は
長
い
間
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
時
代
で
、
中

国
と
日
本
の
両
文
化
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
、
医
療
の
面
で
も
著
し
く

発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
一
六
八
九
年
に
は
、
高
嶺
徳
明
が
王
の
世

孫
で
あ
る
尚
益
の
他
、
五
名
の
児
童
に
対
し
て
、
全
身
麻
酔
の
も
と
補

唇
術
を
成
功
さ
せ
、
一
六
九
○
年
に
薩
摩
の
藩
医
伊
佐
敷
道
与
に
伝
授

し
て
い
る
。
一
八
四
八
年
、
仲
地
紀
仁
に
よ
り
「
牛
痘
法
」
が
実
施
さ

れ
西
洋
医
術
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
漢
方
医
に
よ
る
医
療
が
広

明
治
維
新
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
長
く
続
い
て
き
た
伝
統
的
な
漢

方
医
学
か
ら
西
洋
医
学
へ
と
移
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
政
府
と
な
り
、
琉
球
で
は
一
八
六
六
年
尚
泰
王
を
冊
封
す
る
た

さ
つ
ぼ
う
し

う
か
ん
せ
ん

め
の
冊
封
使
が
乗
っ
た
「
御
冠
船
」
が
最
後
の
冊
封
船
で
あ
っ
た
。

琉
球
か
ら
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
に
渡
間
し
た
船
が
最
後
の
進

く
普
及
し
て
い
た
。

貢
船
と
な
っ
た
。

一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
明
治
政
府
は
、
琉
球
王
国
を
廃
し
て
「
琉
球

藩
」
と
す
る
。

一
八
七
九
年
（
明
治
一
三
に
は
、
琉
球
藩
を
廃
し
、
沖
縄
県
と
す
る
。

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
廃
藩
置
県
（
す
な
わ
ち
琉
球
処
分
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
○
○
年
余
に
わ
た
る
中
国
と
の
「
宗
属
関
係
」
、
「
親

図'1
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表1医生教習所卒業者名簿(172名）表 1 医 生 教 習 F

第1期卒業生明治23年(1890)

又吉昌徳崎濱常恵我謝秀色

金城徳持鉢嶺清懐照屋全道

新 城新我如古樂一郎伸吉朝端

第2期卒業生明治24年（1891）

慶田城永清仲尾次政均山城正心

新垣居信饒平名紀順比嘉正俊

屋部憲暢照屋孚彰宮里清孝

第3期卒業生明治25年(1892)

宜野座朝昆饒平名紀慎永野芳齋

又吉昌祥

第4期卒業生明治26年(1893)

新垣安診當間重禄前田次吉

第5期卒業生明治27年(1894)

新垣宣榮

第6期卒業生明治28年（1895）

新 垣舜業金城紀綱喜瀬乗功

山里朝意

第7期卒業生明治29年（1896）

玉城盛松外間樽

第8期卒業生明治30年(1897)

平良真順福永兼保譜久村正恭

照 屋 孚詮田原秀三長濱眞知

山田 萬吉

第9期卒業生明治31年（1898）

翁長武 静 渡 口 三 郎 與那嶺三郎

崎濱 秀 芝 屋 我 良 行

第10期卒業生明治32年(1899)

古堅宗煥富永實忠照屋清五郎

新垣善治山城朝祥宮城源信

平野安陽宮城普喜伊江朝貞

比屋根良任永野萬吉

第11期卒業生明治33年(1900)

名嘉原知晨上間徳次花城永能

與儀達孝渡嘉敷唯勲吉田安盛

島袋常精大城幸之一仲本將佐

金 城清松大城幸太森田孟立

林 清重宮城條仁山城興忠

富川盛淳福山精三向井文忠

伊禮正次山城健男

第12期卒業生明治34年(1901)

西尾直太郎新城半次郎嘉手納渭行

池原銀蔵銘苅正太郎東恩納寛静

宮 里 加那新崎康寄富原守昭

664

伊波孫兵衛上原尚志

第13期卒業生明治35年(1902)

渡口精鴻仲尾次景榮與義清隆

當間嘉源勝連盛常宜保成晴

知念誠太郎

第14期卒業生明治36年(1903)

山口重徳平田嗣順大濱當源

国吉眞善村田 精 成 島 袋 利 佐

宮城松胄牧志正一笠茂掃部

久場守信山 城 秀 正 清 水 清 孝

中村茂一山城文三齋藤慶四郎

第15期卒業生明治37年(1904)

平良正桑江朝紀比嘉祐水

土持綱利仲 本 正 俊 友 寄 隆 晃

許田重睦

第16期卒業生明治38年（1905）

平林萬吉 太田隆静大城盛昌

高良慎正當 間 恵 福 宮 城 幹 和

第17期卒業生明治39年(1906)

喜瀬眞正堀 川 良 英 新 里 仁 榮

第18期卒業生明治40年（1907）

上江洲智倫山里將喜名嘉眞武光

大城亀助眞境名安明大嶺信

神元繁種山里將教新城吉太

大田朝親我喜屋盛清国吉朝宗

山入端松正

第19期卒業生明治41年（1908）

金城良榮 宮 里 良 徳 稲 福 全 成

大濱善保垣花昌林牧志宗得

牧志正敏比嘉賀善友寄英傑

國場明之石嶺傅正大濱孫昌

嘉手川詠南我喜屋宗亀當山昌隆

第20期卒業生明治42年（1909）

田崎朝盛仲里朝貞親泊康順

上與那原朝珍

第21期卒業生明治43年(1910)

宮里全盛佐久本嗣恭

第22期卒業生明治44年(1911)

砂川清久 田友雄玉城三郎

脇田元三仲 地 紀 晃 野 村 政 尚

第23期卒業生明治45年（1912）

大見謝恒吉比嘉良則島袋全信

濱松哲雄久 田 友 樽 知 念 政 秀

仲嵩嘉尚南風原朝保
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子
・
君
臣
」
の
関
係
を
一
方
的
に
断
た
れ
た
琉
球
は
、
政
治
の
混
乱
と

共
に
支
配
属
（
士
族
）
の
没
落
や
失
業
ま
た
は
、
物
価
の
高
騰
な
ど
が
県

民
の
生
活
を
直
撃
し
、
一
般
住
民
は
苦
し
い
貧
困
生
活
を
強
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
、
医
療
界
に
も
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
那
覇
に
内
務
省
出
張
所
が
設
置
さ
れ
、
所
長

に
陸
軍
分
遣
隊
医
官
が
委
嘱
さ
れ
て
住
民
に
西
洋
医
術
を
施
し
た
。
当

時
は
、
病
人
が
多
く
地
元
の
医
師
（
漢
方
医
）
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
多

忙
を
極
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

書
生
教
習
所
記
念
之
碑

ケ
ダ
シ
チ
ケ
ン
ゴ
ヒ
ナ
オ
ァ
サ

ヨ
ウ
チ

明
治
十
八
年
二
月
沖
繩
縣
書
院
二
書
學
講
習
所
ヲ
新
設
ス
・
蓋
置
縣
後
日
尚
淺
ク
縣
民
ノ
衞
生
思
想
未
タ
幼
桿
ノ
域
ヲ
脱
セ
ス
寒
村
僻
地
二
至
ツ
テ
ハ
殆

子
ン
ン
タ
ク

ヒ
ロ

シ
ン
ジ
ユ
ツ

ト
醤
樂
ノ
仁
澤
二
浴
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
汎
ク
子
弟
ヲ
教
養
シ
之
ヲ
賑
汕
救
護
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
タ
レ
ハ
ナ
リ
。

コ
ノ
１
Ｆ
シ

シ
モ
ノ
テ
ン
ピ

ポ
ク

オ
オ
イ

是
年
六
月
校
舍
ヲ
下
天
妃
二
移
シ
同
二
十
二
年
書
生
教
習
所
ト
改
稻
シ
同
三
十
四
年
地
ヲ
松
下
町
ニ
ト
シ
テ
病
院
及
教
習
所
ヲ
新
築
シ
大
二
其
規
模
ヲ

ケ
ミ

擴
張
セ
シ
カ
同
四
十
五
年
害
術
開
業
試
験
法
改
正
ノ
結
果
閉
鎖
セ
ラ
ル
皇
二
至
し
り
。
創
立
ヨ
リ
是
二
至
ル
歳
ヲ
閲
ス
ル
コ
ト
ニ
十
八
年
卒
業
伺
數
ヲ
重
ヌ

ノ
ポ

ル
コ
ト
ニ
十
三
次
在
籍
生
徒
約
五
百
名
開
業
免
許
状
ヲ
受
ク
ル
者
實
二
約
二
百
名
二
上
し
り
。

オ
モ

ア
タ
カ
ケ
ン
チ

カ
ン
ジ
ョ
ウ
ピ
リ
ョ
ウ
ト
ウ
ト

惟
フ
ニ
本
教
習
所
ノ
開
設
ハ
恰
モ
縣
治
草
創
ノ
時
二
際
シ
人
心
ノ
傾
向
官
場
ノ
吏
僚
ヲ
貴
ン
テ
民
間
ノ
業
務
ヲ
喜
ハ
サ
ル
風
ア
リ
從
ツ
テ
世
人
ノ
本
教

コ
レ
ヲ
モ
ッ
テ
シ
ョ
セ
イ

ホ
ウ
ヘ
ン

シ
シ

ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ

ホ
ウ

習
所
ヲ
幌
ル
コ
ト
甚
夕
重
カ
ラ
ス
是
以
諸
生
ノ
來
リ
學
フ
者
自
ラ
褒
腱
ノ
外
二
立
チ
螢
雪
三
十
年
孜
々
ト
シ
テ
養
性
ノ
學
術
ヲ
研
讃
シ
管
々
ト
シ
テ
方

ヤ
ク

ナ
ン
ス
イ
オ
ョ
コ
ト
ゴ
ト
キ
ュ
ウ
ラ
イ
ロ
ウ
シ
ュ
ウ

サ
カ
リ
コ
ウ

マ
タ
ア
ズ
カ

藥
ノ
天
職
二
没
頭
セ
リ
。
夫
レ
大
政
維
新
ノ
皇
化
遠
ク
南
睡
二
造
ン
テ
悉
ク
菖
來
ノ
晒
習
ヲ
破
り
開
明
今
日
ノ
盛
ヲ
效
ス
モ
ノ
本
教
習
所
ノ
微
力
亦
與
ラ

イ
ワ
ン

マ
コ
ト
サ
イ
サ
イ

ス
ト
セ
ン
ャ
。
呪
ャ
本
所
出
身
者
中
本
職
ノ
餘
力
ヲ
以
テ
或
ハ
政
治
界
二
或
ハ
經
濟
界
二
縣
治
ノ
發
展
縣
民
ノ
向
上
二
貢
献
セ
シ
者
多
士
洵
二
傍
々
タ
ル

ヲ
ヤ
。

カ
エ
リ
ミ
ソ
ウ
ソ
ウ
イ
ク
ヘ
ン
セ
ン

ボ
コ
ウ

ソ
ウ
モ
ウ
ウ
チ

ァ
イ
ハ
カ

顧
レ
ハ
治
桑
幾
愛
遷
同
窓
ノ
士
ニ
シ
テ
既
二
鬼
籍
二
入
リ
シ
者
約
五
十
名
母
髪
ノ
遺
吐
亦
草
弄
ノ
裡
二
埋
没
セ
ン
ト
セ
リ
。
乃
チ
同
人
青
謀
り
之
ヲ
金
石

コ
ウ
エ
ン
ノ
コ

ハ
シ
ャ
ウ
セ
イ
ラ
ン
ナ
ガ
ソ
ノ
ホ
ウ
ツ
タ
シ
ュ
ン
ガ
イ
チ
ョ
ウ
オ
ン
ト
コ
シ
ナ
ソ
ノ
コ
ウ
タ
タ

ニ
録
シ
テ
以
テ
後
昆
一
一
飴
サ
ン
ト
ス
。
波
上
ノ
清
嵐
永
ク
其
芳
ヲ
傳
へ
箏
崖
ノ
潮
一
音
長
ヘ
ニ
其
功
ヲ
頌
ヘ
ョ
。

昭
和
三
年
十
一
月
十
日

文
學
士
東
恩
納
寛
惇
撰

明
治
一
二
年
の
置
県
の
と
き
、
那
覇
に
沖
縄
県
医
院
を
設
立
し
、
他

府
県
よ
り
医
師
を
招
聰
し
て
西
洋
医
術
の
普
及
に
務
め
た
。

置
県
以
前
に
、
内
務
省
一
四
号
布
告
に
よ
り
、
漢
方
医
五
六
人
に
西

洋
医
師
免
許
証
が
授
与
さ
れ
た
が
、
殆
ん
ど
が
那
覇
近
郊
で
開
業
し
て

お
り
、
地
方
に
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
十
分

な
医
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
状
況
で
あ
っ
た
。

社
会
は
混
乱
、
窮
乏
生
活
を
し
て
い
る
時
代
に
、
流
行
し
て
い
る
コ

レ
ラ
等
の
伝
染
病
対
策
や
衛
生
問
題
を
解
決
し
て
い
く
に
は
、
県
内
に図2
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お
け
る
医
師
養
成
の
対
策
が
急
務
で
あ
っ
た
。

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
、
早
急
に
医
師
を
養
成
す
べ
く
、
沖
縄
県

医
院
内
に
「
附
属
医
生
講
習
所
」
を
創
設
し
た
（
図
１
）
・

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
、
沖
縄
県
医
院
を
沖
縄
県
立
病
院
と

改
称
し
、
こ
れ
と
同
時
に
医
生
講
習
所
も
「
附
属
医
生
教
習
所
」
と
改

称
さ
れ
、
例
外
と
し
て
存
続
が
許
さ
れ
た
。

修
業
年
限
は
四
ケ
年
制
で
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）
に
第
一
期
生

九
人
を
卒
業
さ
せ
、
医
師
国
家
試
験
合
格
者
は
四
人
で
あ
っ
た
。

医
生
教
習
所
へ
の
応
募
条
件
に
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
り
な
が
ら
、

家
庭
が
貧
困
の
た
め
、
師
範
学
校
や
中
学
校
へ
進
学
で
き
な
い
子
弟
と

＝『‐･‘-房一識

図4旧記念碑

図3再建記念碑の拓本。採拓：崎間麗進
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な
っ
て
い
た
。
中
に
は
人
力
車
夫
な
ど
の
副
業
を
し
な
が
ら
通
学
し
た

人
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。

殆
ん
ど
が
貧
し
い
家
庭
や
地
方
の
出
身
者
で
あ
り
、
国
家
試
験
に
合

格
す
る
に
は
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
程
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
合
格
し

て
医
師
に
な
っ
た
人
は
、
努
力
家
で
勉
強
家
、
積
極
的
な
性
格
の
持
ち

主
の
人
達
で
あ
っ
た
。
当
時
、
長
崎
や
名
古
屋
へ
国
家
試
験
を
受
け
に

行
く
に
も
、
船
旅
や
宿
泊
費
と
相
当
の
費
用
と
日
時
を
費
や
し
た
よ
う

で
あ
る
。

図5

明
治
四
五
年
閉
校
す
る
ま
で
の
二
八
年
間
の
存
立
期
間
に
、
在
学
生

五
六
五
名
、
二
三
回
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
そ
の
う
ち
一
七
二
名
が
医

術
開
業
試
験
に
合
格
し
て
医
師
免
許
を
得
た
。
医
師
に
な
れ
た
の
は
三

分
の
一
以
下
と
い
う
厳
し
い
結
果
で
あ
っ
た
（
表
１
）
・

免
許
を
得
た
医
師
達
は
そ
の
後
、
沖
縄
の
医
療
を
担
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
政
治
、
行
政
、
教
育
、
経
済
界
と
リ
ー
ダ
ー
役
を
果
し
、
地
域

の
発
展
に
つ
く
し
て
大
活
躍
を
し
た
。
沖
縄
の
医
療
界
に
と
っ
て
大
き

な
黎
明
期
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
、
三
四
年
に
医
学
専
門
学
校
令
、
三
六
年
に
私
立
医
学

専
門
学
校
令
、
三
八
年
に
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
等
を
出
し
、

明
治
三
九
年
、
医
師
法
を
発
布
し
て
『
医
術
開
業
試
験
規
則
」
改
正
が

軒＝一

図6新記念碑
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行
わ
れ
た
。

医
師
試
験
の
受
験
資
格
は
、
医
学
専
門
学
校
の
卒
業
生
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。

順
天
堂
大
学
の
酒
井
シ
ヅ
教
授
は
「
沖
縄
医
生
教
習
所
が
専
門
学
校

図7波上宮、中央が新石碑

に
な
ら
な
い
限
り
、
明
治
四
五
年
に
入
学
し
た
学
生
は
医
術
開
業
試
験

を
受
験
で
き
な
い
。
そ
こ
で
沖
縄
医
生
教
習
所
は
廃
校
す
る
以
外
に
道

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
、
同
教
習
所
廃
校
の
大
き
な
理
由
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
な
っ
て
、
医
学
講
習
所
及
び
医
生
教
習
所

の
出
身
者
の
有
志
に
よ
り
、
教
習
所
発
祥
の
意
義
を
後
世
に
伝
え
る
べ

く
、
記
念
碑
の
建
立
と
記
念
誌
の
発
刊
が
行
わ
れ
た
。

碑
文
は
、
文
学
士
で
歴
史
家
の
東
恩
納
寛
惇
先
生
が
執
筆
し
、
同
教

習
所
出
身
の
山
城
正
心
先
生
が
揮
毫
し
た
（
図
２
．
３
）
。
石
に
刻
ま
れ

な
み
の
う
え
ぐ
う

た
記
念
碑
は
、
那
覇
の
波
上
宮
境
内
に
建
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、
石
碑
は
七
○
年
も
の
永
い
歳
月
に
わ
た
り
、
潮
風
と
塩
害

に
晒
さ
れ
、
ま
た
沖
縄
戦
で
の
損
傷
も
あ
っ
て
、
弾
痕
や
亀
裂
、
刻
字

の
欠
落
や
漂
白
を
生
じ
、
碑
文
の
判
読
も
困
難
な
状
況
と
な
り
、
部
分

補
修
は
さ
れ
て
い
た
が
、
倒
壊
の
危
険
も
出
て
き
た
（
図
４
）
。

教
習
所
出
身
者
の
ご
子
弟
で
あ
ら
れ
る
長
田
紀
春
先
生
が
、
実
状
を

報
告
し
、
再
建
を
要
望
さ
れ
た
。

那
覇
市
医
師
会
と
沖
縄
県
医
師
会
が
協
力
し
て
、
再
建
委
員
会
を
設

け
、
五
○
二
名
の
多
数
の
方
々
か
ら
浄
財
の
寄
付
が
集
ま
り
、
平
成
一

一
年
旧
石
碑
の
跡
に
見
事
に
再
建
さ
れ
た
（
図
５
．
６
）
。

再
建
委
員
長
の
長
田
紀
春
先
生
の
お
言
葉
を
か
り
れ
ば
、
碑
の
建
造

を
担
当
し
た
「
沖
縄
関
ケ
原
石
材
」
の
『
新
技
術
を
駆
使
し
て
碑
の
正

確
さ
、
静
諦
さ
、
堅
牢
さ
を
残
す
と
共
に
、
一
般
の
方
々
に
も
親
し
み

易
い
様
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
図
７
）
。
な
お
旧

碑
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
芸
能
史
研
究
会
々
長
の
崎
問
麗
進
先
生
の
お
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｜
例
会
抄
録
一

力
添
え
で
県
立
博
物
館
に
保
存
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
新
旧
の

石
碑
が
沖
縄
の
医
療
史
の
足
跡
を
刻
む
と
共
に
、
後
進
の
者
の
道
し
る

べ
・
励
み
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

演
者
は
平
成
三
年
一
月
の
例
会
に
お
い
て
、
〃
横
浜
医
学
史
細
見
〃
と

題
し
て
、
基
本
的
な
課
題
で
あ
る
の
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
問
題
に
つ

い
て
述
べ
た
。

そ
の
中
で
、
松
山
不
苦
庵
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
非
常
に
不
十
分
で

あ
っ
た
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
七
巻
三
号
一
二
九
頁
）
の
で
、
今
回
そ
の

後
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

一
、
不
苦
庵
と
よ
く
混
同
さ
れ
る
松
山
棟
庵
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、

明
治
六
年
の
自
筆
履
歴
書
に
よ
る
の
が
最
も
正
確
で
あ
る
が
、
こ
の
写

真
が
「
図
説
・
慶
応
義
塾
百
年
小
史
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
と
云
う
も

の
塾
、
こ
の
本
は
一
般
的
で
な
い
の
で
今
回
、
神
谷
昭
典
著
『
日
本
近

※
表
１
．
図
２
．
図
３
の
資
料
は
「
沖
縄
医
生
教
習
所
碑
再
建
記
念
誌
」
よ

り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
梅
医
・
松
山
不
苦
庵
の
足
跡

中
西
淳

朗

代
医
学
の
定
立
」
と
「
慶
応
義
塾
百
年
史
・
上
巻
』
を
必
読
文
献
に
加

え
た
。一

、
不
苦
庵
が
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
経
歴
書
弓
神
奈
川
県
史
料
．

第
八
巻
』
）
を
改
め
て
通
覧
す
る
と
、
彼
の
旧
所
属
は
館
林
藩
と
な
っ
て

お
り
『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
等
に
記
さ
れ
て
い
る
前
橋
藩
で
は
な

い
点
が
疑
点
を
生
む
。
そ
し
て
最
近
ま
で
読
み
落
し
て
い
た
項
に
、
彼

の
ま
た
の
名
が
藤
原
義
定
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
館
林
市
図
書
館
に
〃
松
山
氏
と
い
う
藩
医
″
の
調
査
を
依
頼

し
た
が
、
松
山
氏
は
足
軽
に
一
名
を
数
え
る
の
み
だ
と
の
返
答
を
う
け

た
。

一
、
松
山
不
苦
庵
の
経
歴
に
補
足
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
再
調
査
し
た
と
こ
ろ
新
た
に
次
の
三
点
を
発
見
し
た
。

イ
、
実
地
試
験
合
格
の
件
、
「
横
浜
市
史
・
資
料
編
二
十
』
任
免
報
告

類
第
七
条
に
、
左
記
の
如
き
〃
海
軍
医
官
の
証
書
″
が
収
載
さ
れ
て
い

た
。

「
拙
者
共
今
日
病
院
二
於
テ
医
術
試
ノ
タ
メ
病
婦
ヲ
験
査
為
致
候
処

医
師
ニ
ウ
ト
ン
（
ｚ
①
言
８
己
氏
留
守
中
代
勤
ト
シ
テ
松
山
不
苦
庵
適
当

致
候
此
段
証
明
致
候
以
上

千
八
百
七
年
第
十
月
六
日

英
海
軍
医
官
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ッ
ド
ウ
ヲ

（
函
①
目
ご
函
四
巳
○
言
）

合
衆
国
海
軍
医
官
助
役

セ
ー
ア
ー
ル
ト
ラ
イ
オ
ン
」

こ
の
証
言
に
つ
づ
い
て
不
苦
庵
の
昇
進
催
促
状
も
あ
り
、
さ
ら
に
辞


